
 資料５   論点 2  

０次予防コホート事業の同意撤回時の試料・情報の取扱いフロー図 

  

 

 

  

 

   

  

  

       

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

医学系指針では、できるだけ事業参加者の撤回の内容に沿っ

た措置を講じることを求めている。 

例）ゲノムデータだけ削除してほしい。全部の試料・データ

を削除してほしいなど、様々な撤回内容が想定される 

② 一次匿名化 ID による試料・情

報の廃棄・削除依頼 

④ 二次匿名化 ID に

よる試料・情報の

廃棄・削除報告 

④ 二次匿名化 IDによる試料・

情報の廃棄・削除報告 

④ NBDC 用 ID による

情報の削除依頼 

④ 二次匿名化 ID に

よる試料・情報の

廃棄・削除報告 

⑨ 処理完了通知 

① 同意撤回の申し出※ 

※NBDC 

:バイオサイエンスデータベースセンターの略称。科学技術振興機構（JST）が運営。膨大な人

に関するデータを整理・格納して、生命科学の進展のために有効に活用する仕組み。 

データは、種類によってアクセスレベルが異なり、例えば頻度情報、統計情報は非制限公開

データ、個人毎のゲノムデータ等は制限公開データで、審査承認された研究者に提供され

る。 
③ 二次匿名化 ID に

よる試料・情報の

廃棄・削除依頼 

⑧ ⑦を受けて一次匿名化対応表及び氏名・年齢・生年月日・電話番号の削除 

⑦ 一次匿名化 ID による試料・情報の廃棄・削

除及び二次匿名化対応表の削除報告 

⑤ 二次匿名化対応表の削除 

⑥ NBDC用 ID対応表の削除 

③ NBDC用 IDによる情

報の削除報告 

③ 二次匿名化 ID による

試料・情報の廃棄・削除依

頼 

長浜市 

・0次健診・追跡調査による試料・情報の一次匿名化 

・一次匿名化対応表の管理 

 

京都大学医学研究科 

・一次匿名化された試料・情報の二次匿名化の実施 

・二次匿名化試料・情報の保管 

・NBDC用 IDの付与 

・二次匿名化対応表及び NBDC用 ID対応表管理 

 

京都大学医学研究科内の研究者 

二次匿名化試料・情報の保管 研究実施 

京都大学医学研究科内の研究者 

二次匿名化試料・情報の保管 研究実施 

民間企業 

匿名化情報の利用 

研究者（外国） 

匿名化情報の利用 

③ 二次匿名化 IDによる試料・

情報の廃棄・削除依頼 

京都大学医学研究科内の研究者 

二次匿名化試料・情報の保管 研究実施 

NBDC 

NBDC用 ID付き情報の保管

及び利用 

研究者 

匿名化情報の利用 

長浜市民（事業参加者） 


